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【目的】塩素酸は、健康影響の観点から平成20年度に水道水質基準項目に指定された物質である。塩素酸は、次亜塩素酸ナトリウム（以下、次亜）中に不純物として存在し、塩素処理の結果、水道水中から検出されることが知られている。過塩素酸は、塩素酸同様に次亜中に含まれており、また、国内においては工業排水等に起因する過塩素酸の利根川流域からの検出が報告されている。塩素酸の基準値は600 g/Lであるが、水道水以外の実態については明らかとなっていない。過塩素酸については、国内の一部の食品・飲料中の報告はあるが限定的である。本研究では、ミネラルウォーター類、お茶類、清涼飲料・炭酸飲料等、市販のボトル飲料中の塩素酸および過塩素酸濃度の実態調査を行った。
【方法】106種類のボトル飲料を、水道事業体による水道ボトル水（5試料）、ナチュラルあるいはミネラルウォーター（以下、ミネラルウォーター、49試料）、水道ボトル水以外のボトル水（以下、ボトル水、10試料）、お茶類（25試料）、お茶類以外の炭酸・清涼飲料（17試料）に分類した。塩素酸、過塩素酸の定量は、IC（ICS-2000、Dionex）/MS/MS（API3200QTrap、Applied Biosystems）により行った。過塩素酸の定量には、18O4-過塩素酸（Cambridge Isotope Laboratories）を内部標準物質に用いた。共存物質による影響を低減するため、一部の試料について前処理を行った。塩素酸の定量下限値は、水道ボトル水、ミネラルウォーター、ボトル水の場合、お茶類の場合および炭酸・清涼飲料の場合で、それぞれ0.05、0.25および1 μg/Lであった。過塩素酸の定量下限値は、0.05 μg/Lであった。
【結果および考察】塩素酸は、106試料中、86試料から検出され、その濃度範囲は0.06～700 μg/Lであった。分類別に見ると、水道ボトル水の場合、全ての試料から塩素酸は検出され、その濃度範囲は25～120μg/Lであった。一方、水道ボトル水以外の場合、塩素酸濃度は、ほとんどの試料で数μg/L以下であったが、幾つかの試料では、水道ボトル水中と同程度以上の濃度を示した。
過塩素酸は、106試料中、63試料から検出され、その濃度は全て1 μg/L未満であった。しかし、環境水中から過塩素酸は数μg/L以上の濃度で検出されている場合があり、さらに調査を実施すると、より高い濃度で検出される可能性があると推測された。
水道ボトル水以外のボトル飲料中のうち、塩素酸濃度が高かった試料について、その原因を検討した。ミネラルウォーターの場合、製造元に聞き取り調査を行ったところ、原料に水道水を使用、あるいは塩素処理を行っていることから、これら試料はボトル水に分類されるべき試料であることがわかった。お茶類、炭酸飲料・清涼飲料の場合、それぞれ製造12社中1社（A社）、製造8社中2社（A、B社）の試料中の塩素酸濃度が高い場合があった。A社について聞き取り調査を行ったところ、そのうち1工場では、井戸水と水道水を混合し、自社で水処理後使用していることがわかり、上述した工場の場合と同様に、次亜等の塩素化合物を使用している可能性が考えられた。
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